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健
や
か
に
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
  

酸
保
健
施
策

　
健
診
や
訪
問
指
導
な
ど
の
母
子

保
健
事
業
を
通
じ
、
妊
娠
期
か
ら

子
育
て
期
に
か
け
て
の
切
れ
目
の

な
い
支
援
に
努
め
、
安
心
し
て
子

ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
母
子
保
健
の
推
進
に
努
め

ま
す
。

酸
各
種
が
ん
検
診
及
び
特
定
健
康

診
査
　
町
民
が
健
康
へ
の
関
心
を
持
っ

て
受
診
し
て
も
ら
え
る
よ
う
努
め

る
と
と
も
に
、
健
康
相
談
・
教
育
な

ど
を
通
じ
て
、
健
康
に
関
す
る
正

し
い
知
識
の
普
及
と
個
々
の
生
活

習
慣
に
合
っ
た
保
健
指
導
を
実
践

し
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
に
努
め

ま
す
。

酸
地
域
福
祉
・
高
齢
者
施
策

　「
地
域
福
祉
計
画
」、「
高
齢
者
保

健
福
祉
計
画
・
第
７
期
介
護
保
険
事

業
計
画
」
を
基
本
に
、
総
合
的
な
保

健
福
祉
・
介
護
予
防
事
業
の
展
開
を

図
り
、
高
齢
者
の
自
立
の
促
進
、
住

み
慣
れ
た
家
や
地
域
で
安
心
し
て

生
活
で
き
る
環
境
づ
く
り
、
権
利

擁
護
な
ど
の
相
談
・
生
活
支
援
体
制

の
充
実
に
努
め
ま
す
。

酸
介
護
人
材
確
保
・
育
成
支
援

　
質
の
高
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
安

定
的
な
供
給
が
計
ら
れ
る
よ
う
努

め
、
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
、

住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
サ
ロ

ン
活
動
や
訪
問
に
よ
る
生
活
支
援

を
拡
充
さ
せ
、
在
宅
で
の
生
活
が

維
持
で
き
る
よ
う
、
新
た
な
介
護

予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
住

み
慣
れ
た
家
や
地
域
で
安
心
し
て

生
活
で
き
る
よ
う
、
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
の
養
成
や
、
地
域
で
見

守
り
が
で
き
る
体
制
づ
く
り
な
ど
、

認
知
症
予
防
事
業
及
び
相
談
支
援

体
制
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

酸
瀬
棚
養
護
老
人
ホ
ー
ム
三
杉
荘

　
引
き
続
き
改
築
工
事
を
進
め
、

本
年
　
月
か
ら
新
施
設
で
の
サ
ー

１０

ビ
ス
提
供
を
目
指
し
ま
す
。

酸
障
が
い
福
祉
施
策

　「
第
３
次
障
が
い
者
計
画
・
第
5

期
障
が
い
福
祉
計
画
」
を
基
に
、
関

係
機
関
と
連
携
し
、
地
域
が
必
要

と
す
る
給
付
や
障
が
い
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

　
ま
た
、
引
き
続
き
障
が
い
者
の

就
労
と
社
会
的
自
立
の
促
進
の
た

め
、
障
が
い
者
を
雇
用
す
る
町
内

事
業
者
へ
支
援
す
る
と
と
も
に
、

不
自
由
な
く
気
軽
に
せ
た
な
町
の

観
光
を
楽
し
め
る
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
レ
ジ
ャ
ー
事
業
を
実
施
し
ま

す
。

酸
子
育
て
支
援

　
本
年
４
月
に
開
設
し
た
認
定
こ

ど
も
園
は
、
幼
保
連
携
型
施
設
と

し
て
各
家
庭
や
地
域
と
一
層
の
連

携
を
図
り
、
子
ど
も
た
ち
が
健
や

か
に
成
長
で
き
る
よ
う
運
営
の
充

実
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
乳
幼
児
保
育
や
留
守
家
庭
の
放

課
後
児
童
の
保
護
者
へ
の
支
援
と

し
て
、
保
育
所
や
学
童
保
育
所
の

継
続
運
営
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
育
児
相
談
や
子
育
て

情
報
の
提
供
、
保
護
者
同
士
の
交

流
を
図
り
な
が
ら
、
子
育
て
家
庭

へ
の
支
援
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
、
妊

産
婦
医
療
費
の
一
部
助
成
を
継
続

す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
３
歳
児

以
上
の
保
育
料
を
無
償
化
し
、
子

育
て
家
庭
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま

す
。

酸
国
民
健
康
保
険
事
業

　
今
年
度
か
ら
道
と
市
町
村
が
共

同
で
国
保
を
運
営
す
る
仕
組
み
に

変
わ
る
こ
と
か
ら
、
道
や
国
保
連

合
会
と
連
携
を
密
に
し
、
国
保
事

業
の
円
滑
な
運
営
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
医
療
費
の
適
正
化
へ
の

取
組
と
し
て
、
入
院
の
長
期
化
や

疾
病
の
重
症
化
と
い
っ
た
高
額
医

療
の
原
因
を
解
消
す
る
た
め
、
特

定
健
康
診
査
や
各
種
が
ん
検
診
等

平成30年度の主な事平成30年度の主な事業業
■本庁舎長寿命化改修事■本庁舎長寿命化改修事業業

■大成総合支所及び瀬棚総合支■大成総合支所及び瀬棚総合支所所
発電機設置事　発電機設置事業業

■■農業・漁業農業・漁業・・商業チャレンジ等支援事商業チャレンジ等支援事業業

■小中学校のＩＣＴ機器導入事■小中学校のＩＣＴ機器導入事業業

■瀬棚養護老人ホーム三杉荘改築事■瀬棚養護老人ホーム三杉荘改築事業業

■生涯学習センター整備事■生涯学習センター整備事業業

「
産
業
・
商
工
業
の
活
性
化
」「
子
育
て
し
や
す
い

　
　
　
環
境
の
創
出
」「
交
流
人
口
の
拡
大
」
を
目
指
す

第
３
回
せ
た
な
町
議
会
臨
時
会
で
高
橋
町
長
が
示
し
た
、
目
指
す
町
づ
く
り
の
方
向
性
と
取
組
を
お
伝
え
し
ま
す
。

第
2
次
せ
た
な
町
総
合
計
画
を
軸
と
し
て
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の
受
診
率
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

酸
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
と
連
携
し
、
被
保
険
者
が
安

心
し
て
医
療
給
付
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
円
滑
な
業
務
の
遂
行
に
努
め

ま
す
。

酸
病
院
事
業

　
平
成
　
年
３
月
に
作
成
し
た
「
新

２９

せ
た
な
町
立
国
保
病
院
改
革
プ
ラ

ン
」
に
則
り
、
病
床
の
１
病
棟
化
な

ど
の
改
革
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、

本
年
４
月
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
検

討
す
る
た
め
、
国
保
病
院
内
に
「
経

営
戦
略
室
」
を
設
置
し
、
関
係
機
関

と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
病
院
運
営
の
効
率
化
、
患

者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
地
域
医
療

連
携
を
通
し
て
２
次
、
３
次
医
療

機
関
と
の
連
携
を
迅
速
に
行
う
た

め
、「
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
」
を

導
入
し
ま
す
。

　
今
後
も
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
確
保

に
努
め
、
診
療
所
と
連
携
し
、
救
急

告
示
病
院
と
し
て
救
急
医
療
、
初

期
医
療
、
慢
性
期
疾
患
な
ど
に
対

応
す
る
体
制
を
堅
持
で
き
る
よ
う

努
め
ま
す
。

活
力
に
満
ち
た
産
業
の
ま
ち
　
      

酸
農
業
振
興

　
農
業
者
や
関
係
機
関
・
団
体
の
総

意
で
策
定
し
た
「
せ
た
な
町
農
業
振

興
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
基
本
に
、
喫
緊
の

課
題
の
担
い
手
確
保
対
策
と
し
て
、

新
規
就
農
に
結
び
つ
く
研
修
生
の

受
入
な
ど
に
支
援
す
る
ほ
か
、「
農

業
塾
」
を
更
に
充
実
さ
せ
、
農
業
青

年
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
農
業
者
の
経
営
発
展
や

所
得
向
上
に
向
け
た
規
模
拡
大
の

取
組
な
ど
、
農
業
経
営
基
盤
の
強

化
を
図
ろ
う
と
す
る
農
業
者
に
対

し
「
農
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
等
支
援
事

業
」
を
引
き
続
き
実
施
し
、
支
援
し

ま
す
。

　
平
成
　
年
度
か
ら
法
制
化
さ
れ

２７

た
「
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付

金
事
業
」
や
「
環
境
保
全
型
農
業
直

接
支
払
交
付
金
事
業
」
を
活
用
し
、

本
町
の
中
山
間
地
域
の
農
用
地
の

保
全
活
動
や
地
球
温
暖
化
防
止
な

ど
の
取
組
に
引
き
続
き
支
援
し
ま

す
。

酸
農
業
セ
ン
タ
ー

　
町
内
農
産
物
の
品
質
・
収
量
の
安

定
と
向
上
の
た
め
、
土
壌
分
析
診

断
事
業
に
よ
り
土
づ
く
り
の
推
進

や
各
種
作
物
の
栽
培
品
種
試
験
を

実
施
し
、
成
果
を
生
産
者
に
還
元

す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
特
産
品

づ
く
り
を
目
指
し
、
新
規
作
物
及

び
新
規
作
型
の
導
入
に
取
り
組
み

ま
す
。
ま
た
、
振
興
作
物
で
あ
る

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
苗
の
供
給
、
潮

ト
マ
ト
の
品
種
・
栽
培
技
術
面
で
の

支
援
を
行
い
ま
す
。

　
後
継
者
対
策
は
、
農
業
技
術
研

修
生
制
度
に
よ
り
指
導
機
関
と
連

携
し
担
い
手
の
育
成
・
確
保
に
努
め

る
と
と
も
に
、
体
験
農
園
、
農
業
セ

ン
タ
ー
ま
つ
り
、
講
習
会
等
を
実

施
し
、
食
育
の
推
進
を
図
り
、
広
く

町
民
に
農
業
へ
の
理
解
を
広
め
ま

す
。

酸
畜
産

　
町
営
牧
場
の
利
用
促
進
を
図
り
、

草
地
及
び
乳
牛
等
の
適
正
な
管
理

に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
４
期
目
と

な
る
優
良
家
畜
導
入
事
業
を
継
続

し
て
支
援
し
、
生
産
性
の
向
上
と

農
家
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

酸
農
業
・
農
村
整
備
事
業

　
農
地
耕
作
条
件
改
善
事
業
に
よ

る
農
地
の
暗
渠
排
水
や
区
画
拡
大

を
引
き
続
き
実
施
し
、
圃
場
条
件

の
改
善
と
作
業
の
効
率
化
に
努
め

ま
す
。
ま
た
、
が
ん
び
岱
地
区
農

道
整
備
事
業
は
引
き
続
き
防
雪
柵

の
設
置
を
行
い
ま
す
。（
平
成
　
年
３０

度
完
了
予
定
）

　
農
業
水
利
施
設
管
理
は
、
大
富

地
区
排
水
機
場
の
ポ
ン
プ
や
エ
ン

ジ
ン
な
ど
の
分
解
整
備
、
西
兜
野

排
水
機
場
の
蓄
電
池
を
更
新
し
、

農
業
排
水
の
効
率
向
上
と
防
災
対

策
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
７
月
の
農
業
委
員

会
の
改
選
は
、
農
業
委
員
会
法
の

改
正
に
よ
り
議
会
の
同
意
を
要
件

と
し
た
公
募
に
よ
る
任
命
制
と
な

り
ま
す
。
本
町
で
は
委
員
　
人
を

１５

任
命
し
、
時
代
に
あ
っ
た
農
地
の

効
率
的
利
用
集
積
、
最
適
化
を
図

り
、
円
滑
な
農
地
行
政
を
図
り
ま

す
。

酸
林
業
・
治
山
・
有
害
鳥
獣
対
策

　
森
林
の
整
備
・
保
全
に
つ
い
て

は
、「
せ
た
な
町
森
林
整
備
計
画
」

を
基
調
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
一
般
民
有
林
は
、
未
来
に
つ
な

ぐ
森
づ
く
り
推
進
事
業
を
活
用
し
、

除
間
伐
・
下
刈
・
作
業
路
・
間
伐
材

等
の
搬
出
な
ど
の
事
業
補
助
に
よ

り
森
林
所
有
者
の
負
担
軽
減
を
図

り
、
計
画
的
な
森
林
整
備
を
促
進

し
ま
す
。

　
町
有
林
は
、
復
旧
造
成
工
事
や

複
層
林
造
成
工
事
を
実
施
し
、
人

工
林
の
適
切
な
管
理
と
循
環
型
の

森
林
整
備
に
努
め
ま
す
。

　
治
山
事
業
は
、
瀬
棚
区
元
浦
地

区
で
土
砂
流
出
の
恐
れ
が
あ
り
、

生
活
の
安
全
を
図
る
た
め
小
規
模

治
山
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
林
水
産
物

等
の
被
害
と
捕
獲
数
は
増
加
傾
向

に
あ
り
、
ハ
ン
タ
ー
の
確
保
と
担

い
手
育
成
の
た
め
、
狩
猟
免
許
取

得
に
対
す
る
助
成
や
捕
獲
奨
励
金

の
継
続
を
図
る
ほ
か
、
関
係
機
関

と
連
携
し
た
効
果
的
な
対
策
を
講

じ
ま
す
。

酸
漁
業

　
前
浜
資
源
の
確
保
を
図
る
た
め
、

檜
山
漁
業
振
興
基
金
を
活
用
し
た

ウ
ニ
移
殖
事
業
は
、
引
き
続
き
町

単
独
事
業
と
し
て
実
施
し
、
檜
山

管
内
広
域
連
携
事
業
と
し
て
取
り

組
む
ニ
シ
ン
や
ナ
マ
コ
の
種
苗
放

流
に
つ
い
て
も
支
援
し
ま
す
。

　
ま
た
、
道
の
日
本
海
漁
業
振
興

基
本
方
針
を
基
に
、
持
続
可
能
な

漁
業
振
興
を
図
る
た
め
、
所
得
の

向
上
や
経
営
の
効
率
化
に
向
け
取

り
組
む
漁
業
者
を
支
援
す
る
「
漁
業

チ
ャ
レ
ン
ジ
等
支
援
事
業
」
を
引
き

続
き
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
漁
業
者
自
ら
が
行
な
う

藻
場
の
保
全
活
動
な
ど
、
環
境
保

全
に
対
す
る
取
組
に
支
援
す
る
ほ

か
、
漁
業
資
源
を
守
る
た
め
の
密

漁
対
策
に
つ
い
て
も
、
町
密
漁
防

止
対
策
協
議
会
を
中
心
に
取
締
機

関
と
連
携
し
対
策
を
講
じ
ま
す
。

酸
水
産
種
苗
育
成
セ
ン
タ
ー

　
漁
業
者
か
ら
要
望
の
強
い
ア
ワ

ビ
、
ナ
マ
コ
の
種
苗
生
産
体
制
を

強
化
し
、
前
浜
資
源
の
確
保
と
経

営
の
安
定
に
向
け
支
援
し
ま
す
。

酸
漁
港
・
港
湾

　
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
を
図

り
瀬
棚
港
修
築
事
業
や
漁
港
の
機

能
保
全
事
業
に
よ
り
、
施
設
の
適

切
な
整
備
と
維
持
管
理
に
努
め
ま

す
。
　
ま
た
、
貴
重
な
漁
業
資
源
で
あ

る
日
本
海
沿
岸
の
サ
ク
ラ
マ
ス
増

殖
を
図
る
に
は
、
河
川
環
境
の
整

備
が
重
要
な
こ
と
か
ら
、
既
設
砂

防
ダ
ム
等
の
堤
体
の
切
り
下
げ
を

関
係
機
関
に
粘
り
強
く
要
望
し
ま

す
。

酸
商
工
業

　
商
工
業
の
振
興
及
び
商
工
会
の

適
正
な
運
営
を
支
援
す
る
た
め
、

中
小
企
業
経
営
安
定
資
金
融
資
事

業
や
商
工
会
へ
の
運
営
補
助
を
引

き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
事
業
拡
大
や
新
規
開
業

な
ど
の
取
組
に
対
し
「
商
業
チ
ャ
レ

ン
ジ
等
支
援
事
業
」
を
創
設
し
、
意

欲
の
あ
る
商
業
者
等
を
積
極
的
に

支
援
し
ま
す
。

酸
観
光
振
興

　
観
光
協
会
は
、
引
き
続
き
役
場

庁
舎
内
に
事
務
局
を
置
き
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
を
事
務
局
職
員
と

新
た
に
観
光
ガ
イ
ド
と
し
て
配
置

し
、
体
制
の
強
化
に
努
め
、
町
と
連

携
し
各
種
観
光
の
振
興
を
推
進
し

ま
す
。

　
昨
年
、
せ
た
な
町
で
撮
影
が
行

わ
れ
た
映
画
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

と
併
せ
「
せ
た
な
の
魅
力
発
信
」「
イ

ベ
ン
ト
な
ど
を
通
じ
た
地
域
活
性

化
」
な
ど
を
協
働
で
実
施
す
る
た

め
、
映
画
を
企
画
し
た
、
株
式
会
社

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
オ
フ
ィ
ス

キ
ュ
ー
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結

し
、
新
た
な
観
光
資
源
と
し
て
売

り
込
み
ま
す
。

　
滞
在
型
観
光
の
推
進
を
図
る
た

め
、
レ
ン
タ
カ
ー
利
用
者
が
町
内

の
宿
泊
施
設
に
泊
ま
っ
た
場
合
に

助
成
す
る
事
業
は
、
Ｐ
Ｒ
と
利
用

方
法
を
見
直
し
引
き
続
き
実
施
し
、

効
果
的
な
誘
客
を
推
進
し
ま
す
。

　
北
渡
島
檜
山
4
町
地
域
連
携
に

よ
る
「
食
」
と
「
観
光
」
の
取
組
、

せ
た
な
３
大
イ
ベ
ン
ト
へ
の
助
成

の
継
続
実
施
や
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
に
よ
る
特
産
品
の
開
発
や
磨

き
上
げ
、
販
路
の
拡
大
に
つ
い
て
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は
、
そ
の
活
動
と
成
果
に
よ
り
町

内
外
か
ら
信
頼
が
高
ま
っ
て
お
り
、

今
後
も
「
せ
た
な
ブ
ラ
ン
ド
」
の
確

立
に
向
け
積
極
的
な
活
動
を
続
け

ま
す
。

　
温
泉
宿
泊
施
設
に
つ
い
て
は
、

指
定
管
理
者
制
度
に
よ
り
、
お
客

様
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
コ
ス
ト

の
削
減
を
図
り
、
適
正
な
運
営
と

施
設
の
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

酸
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
西
大
里
地
区
で
民
間
事
業
者
に

よ
る
大
規
模
風
力
発
電
事
業
が
平

成
　
年
度
中
の
運
転
開
始
を
目
指

３１
し
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
今

年
は
引
き
続
き
送
電
線
網
の
整
備

と
、
風
車
の
基
礎
工
事
が
着
手
と

な
り
ま
す
。
町
と
し
て
も
、
建
設

業
の
み
な
ら
ず
商
業
な
ど
へ
の
経

済
効
果
も
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

可
能
な
範
囲
で
支
援
し
ま
す
。

自
然
と
共
生
す
る
安
全
な
ま
ち
      

酸
水
道
事
業

　
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
か
ら

公
営
企
業
会
計
へ
の
移
行
に
向
け
、

水
道
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
な
ど
の
準
備
、

老
朽
化
し
た
水
道
施
設
の
改
修
工

事
を
実
施
し
、
適
正
な
維
持
管
理

に
努
め
る
と
と
も
に
、「
安
全
で
良

質
な
水
の
確
保
」「
安
定
し
た
水
の

供
給
」「
健
全
経
営
」
に
努
め
ま
す
。

酸
下
水
道
事
業

　
北
檜
山
市
街
地
の
排
水
対
策
と

し
て
雨
水
排
水
管
の
新
設
工
事
を

実
施
す
る
ほ
か
、
大
成
区
の
未
整

備
地
区
に
係
る
汚
水
管
の
新
設
工

事
を
実
施
し
ま
す
。

　
ミ
ッ
ク
ス
処
理
施
設
併
設
の
北

檜
山
下
水
処
理
場
は
、
長
寿
命
化

計
画
に
基
づ
き
機
械
・
電
気
・
建
築

設
備
な
ど
の
更
新
工
事
を
実
施
し
、

常
時
安
定
し
た
汚
水
処
理
に
努
め

ま
す
。

酸
環
境
衛
生

　
ご
み
処
理
対
策
は
、「
一
般
廃
棄

物
処
理
実
施
計
画
」
に
基
づ
き
、
ご

み
の
分
別
の
徹
底
や
減
量
化
、
不

法
投
棄
防
止
に
努
め
る
ほ
か
、
資

源
ご
み
の
集
団
回
収
へ
の
助
成
や

小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
を
引

き
続
き
実
施
し
、
再
生
利
用
の
推

進
を
図
り
ま
す
。

酸
消
防

　
消
防
組
織
を
統
合
し
業
務
を
進

め
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
も
消
防

職
員
の
資
質
の
向
上
を
図
り
、
災

害
等
へ
の
迅
速
な
対
応
が
で
き
る

よ
う
更
な
る
強
化
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
大
成
区
で
は
、
第
２
分
団

（
本
陣
地
区
）
に
配
備
の
消
防
ポ
ン

プ
自
動
車
を
更
新
し
、
消
火
能
力

の
向
上
に
努
め
ま
す
。

酸
防
災

　
大
規
模
災
害
発
生
時
に
は
、
役

場
や
消
防
な
ど
関
係
機
関
に
よ
る

「
公
助
」
の
対
応
能
力
を
は
る
か
に

超
え
る
被
害
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

有
事
の
際
、
地
域
住
民
が
助
け
合

い
、
協
力
し
て
地
域
を
守
る
「
共

助
」
の
力
が
重
要
と
な
る
こ
と
か

ら
、
引
き
続
き
「
せ
た
な
町
地
域
活

動
等
推
進
事
業
補
助
金
」
の
活
用
を

奨
励
し
、
自
主
防
災
組
織
の
設
立

と
活
動
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

酸
河
川
の
整
備

　
１
級
河
川
後
志
利
別
川
の
内
水

被
害
対
策
と
し
て
、
本
流
の
河
道

改
修
の
実
施
、
２
級
河
川
太
櫓
川

な
ど
の
改
修
工
事
が
継
続
し
て
実

施
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
事
業

の
早
期
完
成
を
国
や
道
に
対
し
て

強
く
要
請
し
ま
す
。
ま
た
、
過
去

に
内
水
被
害
を
も
た
ら
し
た
真
駒

内
川
、
ト
ン
ケ
川
の
改
修
工
事
が

引
き
続
き
実
施
の
予
定
で
あ
り
、

ほ
か
の
河
川
の
早
急
な
対
応
に
つ

い
て
も
関
係
機
関
に
引
き
続
き
強

く
要
請
し
ま
す
。

酸
交
通
安
全
・
防
犯
・
消
費
者
対
策

　
交
通
安
全
の
推
進
は
、
交
通
事

故
撲
滅
に
向
け
、
安
全
運
転
啓
発
、

子
ど
も
や
高
齢
者
を
対
象
と
し
た

交
通
安
全
教
育
な
ど
の
取
組
を
一

層
推
進
し
ま
す
。

　
防
犯
運
動
の
推
進
は
、
防
犯
意

識
の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
独

り
暮
ら
し
や
高
齢
者
を
狙
っ
た
特

殊
詐
欺
な
ど
の
被
害
防
止
の
た
め

の
情
報
提
供
や
啓
発
活
動
に
努
め

ま
す
。

　
消
費
者
対
策
は
、
消
費
者
か
ら

の
苦
情
相
談
に
適
切
に
対
応
す
る

相
談
窓
口
の
充
実
や
消
費
者
教
育

の
推
進
、
地
域
に
お
け
る
消
費
者

被
害
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

の
促
進
な
ど
、
消
費
者
行
政
の
推

進
に
取
り
組
み
ま
す
。

酸
町
有
施
設
の
解
体

　
周
辺
環
境
に
配
慮
す
る
た
め
、

老
朽
化
し
た
旧
新
成
小
学
校
や
旧

大
成
児
童
館
な
ど
を
解
体
す
る
こ

と
と
し
、
今
後
も
年
次
計
画
に
よ

り
解
体
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
適
切
な
管
理
が
行
わ
れ

ず
周
辺
環
境
に
深
刻
な
影
響
を
及

ぼ
す
空
家
等
の
対
策
と
し
て
、
認

定
さ
れ
た
特
定
空
家
の
解
体
に
対

し
助
成
を
実
施
し
ま
す
。

多
様
な
交
流
を
生
む
に
ぎ
わ
い
の

あ
る
快
適
な
ま
ち
　
　
　
　
 　
　

　
   

酸
道
路
交
通
網
の
整
備

　
国
道
で
は
、
地
域
高
規
格
道
路

「
渡
島
半
島
横
断
道
路
」
及
び
国
道

２
２
９
号
の
美
谷
防
災
な
ど
の
整

備
促
進
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
に

引
き
続
き
強
く
要
請
し
ま
す
。

　
道
道
で
は
、
北
檜
山
大
成
線
の

狭
隘
箇
所
の
改
良
や
越
波
対
策
の

事
業
推
進
、
緊
急
時
の
２
次
、
３
次

医
療
圏
へ
の
迅
速
な
搬
送
を
行
う

た
め
の
八
雲
北
檜
山
線
の
線
形
改

良
に
つ
い
て
、
早
期
完
成
を
関
係

機
関
に
引
き
続
き
強
く
要
請
し
ま

す
。
　
町
道
橋
の
整
備
で
は
、
橋
梁
長

寿
命
化
修
繕
計
画
を
基
に
第
２
砥

歌
川
橋
の
補
修
工
事
を
行
い
、
今

後
の
維
持
管
理
費
の
縮
減
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
町
道
橋
全
１
２
５

橋
の
近
接
目
視
点
検
が
完
了
し
た

こ
と
か
ら
、
結
果
を
基
に
個
別
施

設
の
修
繕
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　
町
道
で
は
引
き
続
き
舗
装
の
修

繕
、
除
草
、
除
雪
な
ど
維
持
管
理
に

努
め
る
ほ
か
、
町
道
公
園
通
３
号

線
、
４
号
線
の
改
良
舗
装
工
事
を

引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

継
続
事
業
と
し
て
都
市
計
画
区
域

内
の
街
路
に
お
い
て
、
道
路
付
属

物
修
繕
計
画
に
基
づ
き
、
道
路
照

明
の
建
替
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

酸
住
環
境
の
整
備

　
既
存
町
営
住
宅
の
適
正
な
維
持

管
理
に
努
め
る
と
と
も
に
、
町
営

住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、

川
沿
団
地
の
屋
上
防
水
改
修
や
豊

岡
下
地
団
地
２
棟
８
戸
を
解
体
し

ま
す
。

酸
公
共
交
通

　
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
に
関

す
る
法
律
に
基
づ
く
法
定
協
議
会

に
お
い
て
策
定
す
る
地
域
公
共
交

通
網
計
画
に
基
づ
き
、
実
証
運
行

を
行
い
ま
す
。

豊
か
な
人
間
性
と
文
化
を
育
む
ま
ち

酸
教
育

　
教
育
委
員
会
や
関
係
機
関
と
連

携
し
、
基
礎
学
力
の
定
着
を
は
じ

め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
た
教

育
や
道
徳
教
育
、
外
国
語
、
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
な
ど
、
子

ど
も
た
ち
が
夢
と
希
望
を
持
ち
、

自
ら
学
ぼ
う
と
す
る
意
欲
が
育
ま

れ
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
全
体
が
潤
い
と
活

力
に
満
ち
、
豊
か
な
人
間
性
と
文

化
を
育
む
町
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
た
め
に
、
生
涯
学
習
の
理
念
に

沿
っ
て
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
自

己
の
充
実
や
生
活
向
上
に
向
け
、

主
体
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
環

境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

み
ん
な
で
つ
く
る
ま
ち
                

酸
町
民
主
体
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

　
町
民
主
体
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、「
せ
た
な
町
地

域
活
動
等
推
進
事
業
」
を
継
続
し
て

実
施
し
ま
す
。

　
町
内
会
組
織
等
と
の
連
携
で
は
、

引
き
続
き
防
犯
灯
の
電
気
料
金
の

助
成
、
修
繕
料
は
町
が
負
担
し
、
町

内
会
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　
ま
た
、
町
内
会
と
各
種
団
体
が

創
意
工
夫
し
自
ら
考
え
、
実
践
し
、

自
治
会
活
動
の
自
主
性
と
活
性
化

を
促
進
す
る
「
地
域
連
携
事
業
」
を

広
く
周
知
し
、
引
き
続
き
実
施
し

ま
す
。

　
新
た
に
、
町
民
が
何
を
望
み
、
何

を
期
待
し
て
い
る
の
か
を
的
確
に

把
握
し
町
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め

に
、
ま
ち
づ
く
り
モ
ニ
タ
ー
制
度

を
創
設
し
ま
す
。

　
広
域
連
携
事
業
で
は
、
北
渡
島

檜
山
４
町
で
、
各
町
の
特
色
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
生
か
し
、
観
光
・
物

産
に
係
る
事
業
展
開
や
誘
客
促
進

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

交
流
な
ど
の
取
組
を
進
め
ま
す
。

今
金
町
と
の
２
町
連
携
事
業
で
は
、

体
験
型
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、

若
者
へ
の
出
会
い
と
交
流
の
場
を

提
供
す
る
と
と
も
に
、
２
町
の
Ｐ

Ｒ
活
動
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
檜
山
管
内
７
町
の
活
性

化
を
図
る
た
め
、
東
京
都
大
田
区

と
の
連
携
事
業
を
引
き
続
き
実
施

し
、
食
と
観
光
フ
ェ
ア
や
観
光
モ

ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
な
ど
で
都
市
部
と

の
交
流
人
口
の
増
加
に
取
り
組
み
、

新
た
な
人
の
流
れ
を
つ
く
り
ま
す
。
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予算

予算金額等特別会計

1３億5,902万1千円 国民健康保険事業特別会計

1億4,488万9万円 後期高齢者医療特別会計

10億2,061万1千円 介護保険事業特別会計

6,145万4千円 介護サービス事業特別会計

3億7,872万7千円 簡易水道事業特別会計

1,615万3千円営農用水道等事業特別会計

5億3,347万3千円公共下水道事業特別会計

660万3千円 漁業集落排水事業特別会計

5,479万5千円 風力発電事業特別会計

179万9千円 瀬棚港旅客施設事業特別会計

■平成３０年度通常予算が成立しました
　暫定予算でスタートした平成３０年度予算は、４月２５日開会の第３回

町議会臨時会において議決され、成立しました。

　一般会計予算の総額は90億2,806万1千円（前年度と比べ629万4千円、

0.1％の増）となりました。なお、暫定予算は通常予算に引き継がれ、

失効しました。

平成30年度

予算金額等企業会計

12億5,390万6千円 収益的収支
病院事業会計

9,498万1千円 資本的支出

内　　容項　　目

町民税、固定資産税、軽自動車税など 町税

収

入

公共施設などの使用料、各種証明手数料など使用料・手数料

積み立てている基金から使われる財源など 繰入金

特定の利益を受けた（受ける）人からの負担金など 分担金・負担金

地方公共団体の財政力に応じて、国税から一定の基準により配分される財源地方交付税

国や銀行などからの借入金町債

特定の事業に対して国や北海道から交付される財源国庫支出金・道支出金

土地・建物貸付収入、前年度の繰越金など その他

借入金の返済にかかる経費 公債費

支

出

職員の給料、議員報酬など人件費

高齢者・児童・心身障害者などに行っている様 な々支援に要する経費 扶助費

道路・学校などの公共施設の新増設事業を行う経費など 普通建設事業費

各団体に対する助成金や一部事務組合への負担金など補助費

賃金・旅費・需用費・役務費など物件費

道路や河川などの維持的な経費維持補修費

特別会計への繰出金や基金への積立金など その他

酸一般会計
町の会計の中心をなすもので、行政運営の
基本的な経費が組まれている会計

酸特別会計・企業会計
一般会計に対して、特定の事業を区別して
別個に処理するための会計　
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学
校
教
育
の
推
進
　
　
　
　
　
　
   

酸
学
校
経
営

　
子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
中
心
と

な
る
学
校
、
子
育
て
の
基
盤
と
な
る

家
庭
、
人
間
性
や
社
会
性
を
身
に
付

け
る
場
と
な
る
地
域
が
連
携
を
図

り
、
学
校
運
営
協
議
会
委
員
な
ど
の

声
を
学
校
運
営
に
積
極
的
に
反
映

さ
せ
、
地
域
に
根
ざ
し
た
学
校
づ
く

り
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
支
援
し
ま

す
。

酸
教
育
課
程

　
小
中
学
校
で
は
、
学
習
指
導
要
領

に
基
づ
き
、「
確
か
な
学
力
」、「
豊

か
な
心
」、「
健
や
か
な
体
」
を
育
む

教
育
課
程
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
編
成

す
る
と
と
も
に
、
学
力
・
体
力
向
上

に
向
け
た
取
り
組
み
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
、
本
町
の
豊
か
な
自
然
・
歴
史
・

文
化
を
学
ぶ
ふ
る
さ
と
教
育
や
、
職

場
体
験
な
ど
を
通
し
て
自
分
の
生

き
方
や
進
路
に
つ
い
て
考
え
る

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
を
平
成
　
年
度
ま
で
に
全
て
の

３１

小
中
学
校
に
設
置
し
、
子
ど
も
た
ち

が
地
域
社
会
に
目
を
向
け
、
向
き
合

い
、
関
わ
り
あ
い
な
が
ら
学
ぶ
、
地

域
と
歩
む
教
育
の
実
現
を
目
指
し

ま
す
。

酸
学
習
指
導

　
I
C
T
機
器
を
活
用
す
る
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
が
学
ぶ
こ
と
に
興
味

を
持
ち
、
楽
し
み
な
が
ら
基
礎
学
力

を
確
実
に
身
に
つ
け
る
た
め
の
学

習
環
境
を
整
備
し
、
思
考
力
や
判
断

力
の
育
成
、
主
体
的
に
学
ぶ
意
欲
の

向
上
、
学
習
習
慣
の
定
着
な
ど
を
図

り
ま
す
。

　
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結

果
を
も
と
に
作
成
さ
れ
た
学
力
向

上
改
善
プ
ラ
ン
な
ど
を
活
用
し
、
学

力
向
上
を
目
指
し
、
授
業
の
工
夫
・

改
善
の
取
り
組
み
が
途
切
れ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
支
援
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
家
庭
と
連
携
し
、
家
庭
で
の

学
習
習
慣
を
育
む
取
り
組
み
を
推

進
し
ま
す
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
整
備
は
、
中
学
生

用
パ
ソ
コ
ン
の
更
新
や
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
導
入
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

授
業
改
善
の
推
進
、
教
育
の
質
の
向

上
を
図
り
ま
す
。

　
外
国
語
教
育
で
は
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外

国
語
指
導
助
手
）
を
増
員
し
、
児
童
・

生
徒
の
英
語
力
の
よ
り
一
層
の
充

実
と
向
上
に
努
め
ま
す
。

　「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
で
は
、

自
然
環
境
や
地
域
の
特
色
を
生
か

し
た
ふ
る
さ
と
教
育
や
体
験
活
動
、

Ａ
Ｌ
Ｔ
と
の
ふ
れ
あ
い
に
よ
る
異

文
化
交
流
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。

酸
道
徳
教
育

　
北
海
道
版
道
徳
教
材
「
き
た
も
の

が
た
り
」
を
授
業
に
活
用
し
、
瀬
棚

町
で
開
業
し
地
域
に
貢
献
し
た
荻

野
吟
子
女
史
の
生
き
方
を
学
ぶ
と

と
も
に
、
命
を
大
切
に
す
る
心
な

ど
、
豊
か
な
人
間
性
と
社
会
性
を
育

み
ま
す
。

　
ま
た
、
参
観
日
な
ど
を
活
用
し

て
、
家
庭
や
地
域
と
一
体
と
な
っ
て

道
徳
性
を
育
む
取
り
組
み
を
推
進

し
ま
す
。

酸
生
徒
指
導

　
全
教
職
員
に
よ
る
生
徒
指
導
体

制
を
確
立
し
、
管
理
職
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
も
と
に
組
織
的
な
対
応

を
図
り
、
家
庭
訪
問
、
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
派
遣
事
業
等
を
活
用

し
、
保
護
者
や
関
係
機
関
と
緊
密
な

連
携
を
図
り
教
育
相
談
の
充
実
に

努
め
ま
す
。

　
い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
に
は
、
定

期
的
な
ア
ン
ケ
ー
ト
、
教
育
相
談
、

家
庭
訪
問
な
ど
を
実
施
し
、
実
態
把

握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
小
中
学

校
、
保
護
者
や
関
係
機
関
等
と
連
携

の
も
と
に
迅
速
な
対
応
に
努
め
ま

す
。
　
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
に

つ
い
て
は
、
小
学
生
の
所
持
率
が
増

加
傾
向
に
あ
る
た
め
、
関
係
機
関
と

の
連
携
を
強
化
し
、
ネ
ッ
ト
の
危
険

性
を
指
導
す
る
と
と
も
に
、
保
護
者

へ
の
啓
発
・
連
携
に
努
め
ま
す
。

酸
健
康
・
安
全
教
育

　
児
童
生
徒
の
健
全
な
育
成
の
た

め
に
、
家
庭
と
連
携
し
、「
早
寝
・

早
起
き
・
朝
ご
は
ん
」
の
励
行
、
テ

レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
な
ど
の
視
聴
時
間

の
見
直
し
な
ど
、
生
活
習
慣
の
改
善

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
道
内
の
児

童
生
徒
が
種
目
ご
と
の
記
録
に
挑

戦
す
る
「
ど
さ
ん
子
元
気
ア
ッ
プ

チ
ャ
レ
ン
ジ
」
な
ど
に
取
り
組
み
、

児
童
生
徒
の
体
力
向
上
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
活
用
し
た
研
修
会

を
開
催
す
る
な
ど
、
ア
レ
ル
ギ
ー
事

故
の
防
止
、
健
康
管
理
に
努
め
ま

す
。
　
学
校
給
食
は
、
更
に
支
援
を
充
実

さ
せ
る
た
め
、
小
中
学
校
に
通
学
す

る
児
童
・
生
徒
の
学
校
給
食
費
無
償

化
に
係
る
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
食
育
は
、
給
食
指
導
、
学
校
栄
養

教
諭
に
よ
る
食
に
関
す
る
指
導
や
、

給
食
だ
よ
り
な
ど
を
通
し
て
食
に

関
す
る
正
し
い
知
識
と
望
ま
し
い

食
習
慣
の
定
着
を
図
り
、
全
て
の
食

材
を
せ
た
な
産
で
賄
う
給
食
の
日

学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
に
開
か
れ
た

  　
教
育
行
政
の
推
進
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す

第
３
回
せ
た
な
町
議
会
臨
時
会
で
成
田
教
育
長
が
示
し
た
、
せ
た
な
の
教
育
の
目
指
す
姿
と
取
組
を
お
伝
え
し
ま
す
。

平成30年度暫教育行政執行方針

4年目となる「せたな町教育推進4年目となる「せたな町教育推進計計
画」（平成27年度～平成31年度）画」（平成27年度～平成31年度）をを
基に、学校・家庭・地域、行政が基に、学校・家庭・地域、行政がよよ
り一層の連携・協力を図り、児童生り一層の連携・協力を図り、児童生徒徒
の学力向上をはじめ、体力向上、の学力向上をはじめ、体力向上、豊豊
かな心とたくましく生きる力の育かな心とたくましく生きる力の育成成
などの取り組みを進めますなどの取り組みを進めます。。
また、町民一人ひとりが生涯にわまた、町民一人ひとりが生涯にわたた
る学びや、ふれあいを拡充できるる学びや、ふれあいを拡充できる環環
境と、文化・スポーツに親しむ環境境と、文化・スポーツに親しむ環境のの
醸成を図ることが必要なことから醸成を図ることが必要なことから、、
町の教育行政の推進に鋭意努め町の教育行政の推進に鋭意努めまま
すす。。



7 
Setana Public Relations
広報せたな　平成30年6月号

を
設
定
す
る
な
ど
、
食
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
醸
成
す
る
指
導
の
充
実

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
安
全
教
育
で
は
、
不
審
者
、
交
通

事
故
や
災
害
な
ど
か
ら
児
童
生
徒

が
主
体
的
に
安
全
な
行
動
が
で
き

る
よ
う
、
警
察
や
関
係
機
関
と
連
携

を
図
り
、
危
険
予
測
・
危
険
回
避
能

力
な
ど
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
安
全

指
導
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

酸
特
別
支
援
教
育

　
保
護
者
と
の
共
通
理
解
を
基
に

各
教
育
機
関
と
連
携
し
、
個
別
の
教

育
支
援
・
指
導
計
画
を
作
成
し
、
適

切
な
支
援
・
指
導
に
取
り
組
み
ま

す
。
　
ま
た
、
小
中
学
校
の
普
通
学
級
で

特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童

生
徒
に
対
し
て
は
、
特
別
支
援
教
育

支
援
員
な
ど
を
配
置
し
、
発
達
段
階

に
応
じ
た
支
援
・
指
導
に
努
め
る
と

と
も
に
、
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園

と
情
報
共
有
を
図
り
ま
す
。

酸
幼
児
教
育

　
園
児
一
人
ひ
と
り
の
発
達
段
階

や
特
性
に
合
わ
せ
た
生
活
が
送
れ

る
よ
う
、
地
域
と
の
ふ
れ
あ
い
や
体

験
な
ど
を
通
し
た
指
導
を
中
心
と

し
て
、
生
き
る
力
の
基
礎
を
培
う
教

育
活
動
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
認
定
こ
ど
も
園
か
ら
小
学

校
へ
の
生
活
・
学
習
環
境
の
移
行
を

踏
ま
え
、
年
長
児
を
対
象
に
体
験
入

学
や
交
流
学
習
を
推
進
し
ま
す
。

酸
教
職
員
の
資
質
向
上

　
教
育
公
務
員
と
し
て
の
誇
り
と

生
き
が
い
を
持
つ
教
員
を
養
成
す

る
た
め
、
各
種
研
修
会
な
ど
へ
の
積

極
的
な
参
加
を
促
進
す
る
と
と
も

に
、
道
外
の
学
校
を
視
察
し
、
学
力

向
上
等
に
関
わ
る
学
習
指
導
の
在

り
方
の
調
査
研
究
を
深
め
ま
す
。

　
教
職
員
の
服
務
規
律
の
保
持
に

つ
い
て
は
、
教
育
公
務
員
と
し
て
の

自
覚
を
促
し
、
法
令
遵
守
に
よ
る
服

務
規
律
の
徹
底
を
図
り
ま
す
。

酸
教
育
環
境
の
整
備

　
瀬
棚
中
学
校
の
体
育
館
外
壁
改

修
工
事
や
、
北
檜
山
区
の
教
員
住
宅

改
修
工
事
な
ど
を
は
じ
め
、
中
学
校

３
校
に
児
童
・
生
徒
情
報
を
扱
う
校

務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
予
定

し
て
い
る
ほ
か
、
緊
急
性
や
重
要
性

な
ど
を
考
慮
し
安
全
な
教
育
施
設

の
維
持
、
管
理
に
努
め
ま
す
。

社
会
教
育
の
推
進
　
　
　
　
　
　
   

酸
幼
児
教
育

　
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
の
協
力
で
、
絵
本
、

紙
芝
居
な
ど
の
読
み
聞
か
せ
事
業

を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
幼
児
英
会

話
教
室
を
開
設
し
親
子
の
ふ
れ
あ

い
事
業
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、

子
育
て
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

酸
少
年
教
育

　
農
漁
業
体
験
を
通
し
た
ふ
る
さ

と
学
習
の
推
進
や
、
ア
ー
ト
教
室
、

芸
術
鑑
賞
事
業
を
開
催
し
、
青
少
年

の
豊
か
な
感
性
を
培
い
ま
す
。

　
ま
た
、
檜
山
北
高
等
学
校
と
連
携

し
、
高
校
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
通
し
た
リ
ー
ダ
ー
育
成
を
進
め

る
と
と
も
に
、
放
課
後
や
休
日
に
お

け
る
児
童
生
徒
の
体
験
活
動
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

酸
青
年
・
成
人
教
育

　
趣
味
・
教
養
に
関
す
る
学
習
機
会

を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
個
人
や
グ

ル
ー
プ
の
学
習
ニ
ー
ズ
に
対
す
る

支
援
体
制
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
に
お
け
る
諸
課
題
の

解
決
や
、
子
ど
も
を
地
域
で
育
て
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
学
習
機
会
を

提
供
す
る
と
と
も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
円
滑
な
運
営
に

む
け
た
支
援
を
進
め
、
地
域
と
連
携

し
た
学
校
教
育
の
充
実
を
図
り
ま

す
。

酸
高
齢
者
教
育

　
高
齢
者
が
健
康
で
元
気
に
生
き

が
い
を
持
ち
、
社
会
活
動
を
継
続
す

る
た
め
、
活
動
拠
点
と
し
て
各
区
に

高
齢
者
大
学
を
開
設
し
、
多
様
な
学

習
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
異

世
代
交
流
事
業
な
ど
に
よ
る
ふ
れ

あ
い
の
場
を
提
供
し
、
生
き
が
い
に

つ
な
が
る
学
習
活
動
の
充
実
に
努

め
ま
す
。

　
ま
た
、
長
年
培
っ
て
き
た
豊
か
な

知
識
や
技
術
を
活
か
し
、
教
育
事
業

に
お
け
る
人
材
活
用
を
図
り
ま
す
。

酸
芸
術
・
文
化

　
新
た
に
芸
術
鑑
賞
事
業
実
行
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、
幅
広
い
分
野
の

鑑
賞
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
や
町
民
文
化
祭

な
ど
誰
も
が
参
加
で
き
る
機
会
の

充
実
を
図
り
芸
術
・
文
化
の
振
興
に

努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
日
常
的
な
活
動
の
発
表
機

会
と
し
て
、
情
報
セ
ン
タ
ー
な
ど
各

施
設
に
お
い
て
町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

展
を
開
催
し
ま
す
。

酸
文
化
財
の
保
護

　
町
の
貴
重
な
文
化
財
等
は
、
郷
土

資
料
館
等
で
適
正
な
維
持
管
理
を

し
て
お
り
、
調
査
研
究
を
進
め
る
と

と
も
に
、
情
報
発
信
に
努
め
ま
す
。

　
平
成
　
年
　
月
に
オ
ー
プ
ン
予

３０

１０

定
の
せ
た
な
町
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
は
、
施
設
の
有
効
活
用
を
図
る

た
め
、
文
化
財
の
定
期
的
な
展
示
会

な
ど
の
開
催
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
文
化
財
の
保
護
思
想
の
普

及
を
進
め
る
と
と
も
に
、
発
掘
体
験

事
業
を
通
し
た
ふ
る
さ
と
学
習
を

推
進
し
ま
す
。

酸
国
際
交
流

　
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）
に

よ
る
英
会
話
教
室
は
、
幼
児
か
ら
高

齢
者
ま
で
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
開
催

す
る
と
と
も
に
、
小
中
学
生
対
象
の

「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ
」
を

開
催
し
、
外
国
文
化
や
英
語
に
身
近

に
触
れ
る
機
会
の
充
実
に
努
め
ま

す
。
　
国
際
交
流
推
進
協
議
会
が
取
り

組
む
中
学
生
を
対
象
と
し
た
外
国

へ
の
派
遣
事
業
に
助
成
し
ま
す
。

な
お
、
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
は
継
続

し
て
実
施
し
ま
す
。

酸
読
書
活
動

　
生
涯
に
わ
た
っ
て
本
に
親
し
む

こ
と
を
目
的
と
し
、
気
軽
に
本
と
ふ

れ
あ
う
機
会
を
提
供
す
る
「
図
書
館

d
e
カ
フ
ェ
」
や
「
図
書
館
ま
つ
り
」

な
ど
の
図
書
館
事
業
を
充
実
さ
せ
、

日
常
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努

め
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
か
ら
５
ヶ
年
計
画

で
「
せ
た
な
町
子
ど
も
の
読
書
推
進

計
画
」
を
作
成
し
、
幼
児
期
か
ら
の

読
書
活
動
の
推
進
を
図
る
と
と
も

に
、
学
校
図
書
室
な
ど
子
ど
も
た
ち

の
最
も
身
近
な
読
書
環
境
の
整
備

と
読
書
活
動
の
促
進
に
努
め
ま
す
。

酸
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

　
誰
も
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
応
じ
て
、
気
軽
に
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　
幼
児
期
に
必
要
な
多
様
な
動
き

や
体
力
・
運
動
能
力
の
基
礎
を
培
う

た
め
の
運
動
教
室
事
業
を
継
続
す

る
と
と
も
に
、
楽
し
く
体
を
動
か
す

学
習
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

　
少
年
期
に
は
、
学
校
・
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
と
連
携
し
た
実
技
教
室
や
、

道
内
の
プ
ロ
チ
ー
ム
に
よ
る
ス

ポ
ー
ツ
ク
リ
ニ
ッ
ク
事
業
な
ど
、
技

術
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
関
わ
る
学

習
機
会
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

　
健
康
志
向
へ
の
高
ま
り
に
対
応

し
、
気
軽
に
取
り
組
め
る
健
康
づ
く

り
講
座
や
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
普
及
事
業

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、「
み
ん
な

で
歩
こ
う
会
」
を
開
催
し
、
町
内
外

の
参
加
者
に
よ
る
交
流
を
深
め
ま

す
。
　
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
等
を
対

象
に
研
修
機
会
を
提
供
し
、
ス
ポ
ー

ツ
指
導
の
環
境
整
備
に
努
め
ま
す
。

酸
海
洋
ス
ポ
ー
ツ

　「
水
に
賢
い
子
ど
も
を
育
む
年
間

型
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
展
開
し
、

身
近
な
教
育
資
源
を
活
用
し
た
ふ

る
さ
と
学
習
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
な
ど
「
水

辺
の
安
全
」
に
関
す
る
学
習
機
会
の

提
供
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
Ｂ
＆
Ｇ
リ
ー
ダ
ー
養
成
講

習
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
Ｂ
＆

Ｇ
海
洋
ク
ラ
ブ
や
指
導
者
会
と
の

連
携
を
図
り
、
海
洋
ス
ポ
ー
ツ
の
普

及
に
努
め
ま
す
。

酸
社
会
体
育
施
設
の
整
備

　
現
在
整
備
中
の
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
の
　
月
オ
ー
プ
ン
に
向
け
計

１０

画
的
に
移
設
な
ど
を
進
め
ま
す
。

　
改
修
工
事
に
つ
い
て
は
、
大
成
町

民
プ
ー
ル
ろ
過
パ
イ
プ
改
修
工
事

を
予
定
し
て
い
る
ほ
か
、
緊
急
性
や

重
要
性
を
考
慮
し
つ
つ
社
会
体
育

施
設
の
適
切
な
維
持
、
管
理
に
努
め

ま
す
。

平成30年度暫教育行政執行方針
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　故 西澤孝さん（85歳）が「旭日単光章」を授与
され、5月2日（水）、大成総合支所で妻のトヨさん
に高橋町長から叙勲が伝達されました。
　授与された西澤孝さんは、昭和55年7月、大成
町議会議員に初当選、以来5期20年の永きにわた
り在職し、地方自治の振興発展と住民福祉の向上
に情熱を注ぎ常に高邁な政治理念をもって、町の
産業、教育文化の振興、交通安全の推進、民生の
安定に多大な貢献をされました。
　さらには、大成町農業委員会委員、せたな町農
業委員会委員、檜山広域行政組合議員等を歴任
し、農業の振興、檜山管内の観光振興や経済効果
拡大、広域消防の組織体制強化に向け尽力された
功績に対し、旭日単光章が授与されました。

「叙位（正六位）」 受章
北檜山区　故大關正人さん

　故 江上恭司さん（68歳）が「旭日単光章」を授与
され、5月2日（水）、ご家族に高橋町長から叙勲が
伝達されました。
　授与された江上恭司さんは、平成7年4月、北檜山
町議会議員に初当選、以来通算15年以上の永きにわ
たり在職し、地方自治の振興発展と住民福祉の向上
に情熱を注ぎ常に高邁な政治理念をもって、町の産
業、教育文化の振興、交通安全の推進、民生の安定
に多大な貢献をされました。
　さらには、北檜山町農業委員会委員、せたな町農
業委員会委員、北部桧山衛生センター組合議会議員
等を歴任し、農業の振興、増え続けるごみ問題への
対策、解決に向け多大の貢献をしたことに対し、旭
日単光章が授与されました。

「旭日単光章」 受章
北檜山区　故江上恭司さん

「旭日単光章」 受章  大成区　故西澤孝さん

　故 大關正人さん（享年96）が「叙位（正六位）」
を授与され、5月2日（水）、ご家族に高橋町長から
位記が伝達されました。
　授与された大關正人さんは、昭和22年に東瀬棚村
議会議員に初当選、以来7期28年の永きにわたり在
職し、地方自治の振興発展と住民福祉の向上に情熱
を注ぎ常に高邁な政治理念をもって、町の産業、教
育文化の振興、交通安全の推進、民生の安定に多大
な貢献をされました。
　さらには、北檜山町農業委員会委員、北檜山町立
国保病院運営委員会委員等を歴任し、農業の振興、
地域医療対策に多大の貢献をしたことに対し、叙位
（正六位）が授与されました。

※ご家族の同意を得た方のみ写真を掲載しています。

 ６月１日６月１日～～９月９月３３００日まで実日まで実施施  

姿担当：総務課総務係　殺0137-84-5111

ノーネクタイデーで省エネ対策
　役場ではエネルギー消費が増大する夏季にあわせ、省エネルギー
対策として「ノーネクタイデー」を実施しています。
　実施期間中の職員の服装については、暑さをしのぎやすい、ネクタ
イ着用のない省エネ服装としておりますのでご理解願います。
　また、期間中役場で行われる会議へ出席される皆さんにおかれま
しても軽装でご出席ください。

（有料広告）
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年数回アンケートを実施し、郵送又はインターネットを利用して回答していただきます。
また、地域における珍しい情報など、随時ご意見を募集します。

陰モニターの
職務 

・町政一般について関心を寄せる町民で、募集年度の４月１日現在１８歳以上の方
・人数は各年齢階層別に、北檜山区18人、瀬棚区12人、大成区12人の計42程度とし、町民から募集
・地域、年齢、性別など全体のバランスを考慮しながら、応募者の中から選任
・せたな町役場職員、町議会議員など公選による職にある者、教育委員会、選挙管理委員会、監査
　委員会、農業委員会の委員、前者と、世帯を同じくする者、同一世帯内に既にまちづくりモニター
　がいる方は、まちづくりモニターになることができません。

隠人数・選任

・任期は１年とし、委嘱した日から翌年の３月３１日までとします。
・特別の事由（町外に転出、職務の遂行に支障等）等がある場合は、その日までとします。

韻任期 

平成30年5月24日（木）～平成３０年6月２９日（金）※決定は委嘱状の発送をもって連絡します吋募集期間

まちづくり推進課 広報統計係　まちづくりモニター担当まで電話でお申し込みください。
撮0137-84-5111

右お申し込み
方法

・アンケートへの回答に対し、回答１回につき５００円のせたな町商品券等で、当該年度の最終ア
　ンケート調査後にお渡しします。

宇謝礼

せたな町まちづくりモニターを募集します

問 い 合 わ せ 先 本庁まちづくり推進課広報統計係 撮0137-84-5111

※ 詳細は、下記の問い合わせ先までお気軽にお問い合わせください。

新規事業

平成30年度児童手当現況届のご案内

提出締め切りは6月29日鞘まで
　6月1日現在で児童手当を受給している方は、提出期日までに現況届を提
出していただくことになっています。
　この届けは、児童手当を引き続き受ける要件があるかを確認するための
もので、この届けの提出がないと、１０月期以降の児童手当の支払いが差止
めとなります。
　手続きが必要な方には、個別案内を郵送しますので、必ず手続きをお願
いいたします。

児童手当について
お気軽にご相談ください

本庁 町民児童課児童福祉係 殺0137-84-5111
瀬棚総合支所 福祉係 殺0137-87-3311
大成総合支所 福祉係（戸籍窓口）殺01398-4-5511

酸暑くなるとスズメバチの活動が活発になりますので、気をつけてください！

 スズメバチにご注意を!!
◆ ハチの巣の駆除業者のご紹介
　町では、委託業者による蜂の巣の駆除を行っています。
　駆除期間は、６月から１０月末までの間で、自宅敷地内
などでできた蜂の巣を駆除したい場合は、蜂の巣のある
場所を確認の上、次の駆除委託業者まで直接ご連絡くだ
さい。なお、駆除の際は必ず立会いが必要となります。
　また、自宅敷地外や駆除期間外の場合は、土地の管理
者か町担当窓口までご相談ください。

蜂の駆除委託業者
大成区北檜山区・瀬棚区

株式会社 白栄舎
（大成区都136-1）
●平日の連絡先
　01398-4-5136（会社）
●休日の連絡先
　090-5226-0690（石原）

有限会社 マーク
（北檜山区北檜山136-1）
●平日の連絡先
　0137-84-6333（会社）
●休日の連絡先
　090-9087-0784（狩野）

　※駆除した際、駆除負担金として2,160円（税込）
　　を負担していただきます。

問 い 合 わ せ 先
本庁 町民児童課 殺0137-84-5111
瀬棚総合支所 庶務係 殺0137-87-3311
大成総合支所 庶務係 殺01398-4-5511

　せたな町では、町民参加の協働のまちづくりを目指し、町民の皆様が何を望み、何を期待しているのかを的確に
把握し町政に反映するため、まちづくりモニターを募集します。
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Health

今月の担当

高森　優希です

釜
保
健
師
か
ら
の
健
康
ア
ド
バ
イ
ス

適
度
な
運
動
で
健
康
な
血
圧
を
維
持
し
ま
し
ょ
う

　
現
代
人
は
、
車
を
利
用
し
た

り
、
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
の
多
い
仕

事
な
ど
、
運
動
不
足
に
な
り
や

す
い
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

運
動
不
足
は
高
血
圧
の
要
因
の

一
つ
で
す
。
ま
た
血
圧
が
高
く

な
る
だ
け
で
は
な
く
、
肥
満
や

糖
尿
病
、
脂
質
異
常
症
を
招
き

や
す
く
な
り
ま
す
。

　
運
動
不
足
に
な
る
と
筋
力
が

低
下
し
ま
す
。
血
管
は
筋
肉
で

作
ら
れ
て
い
る
た
め
、
運
動
不

足
は
血
管
を
硬
く
す
る
原
因
と

な
り
ま
す
。
す
る
と
、
血
管
が

自
由
に
伸
縮
す
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
る
た
め
、
血
行
が
悪
く

な
り
ま
す
。
血
行
が
悪
く
な
る

と
必
要
な
酸
素
や
栄
養
を
全
身

に
送
れ
な
く
な
り
、
身
体
が
血

液
量
を
増
や
し
、
血
管
の
壁
に

か
か
る
圧
力
が
強
く
な
る
た

め
、
高
血
圧
の
原
因
に
な
り
ま

す
。

四
適
度
な
運
動
の
効
果

陰
毛
細
血
管
が
発
達
し
、
血
圧

　
を
下
げ
る
。

隠
肥
満
解
消
に
な
る
。

韻
H
D
L
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が

　
増
え
、
動
脈
硬
化
を
予
防
す

　
る
。

　
運
動
を
す
る
と
一
時
的
に
血

圧
は
上
が
り
ま
す
。
し
か
し
、

適
度
な
運
動
を
続
け
て
い
る

と
、
筋
肉
に
た
く
さ
ん
の
酸
素

や
栄
養
素
を
運
ぶ
た
め
に
血
管

が
広
が
っ
た
り
、
血
圧
を
あ
げ

よ
う
と
し
て
働
く
交
感
神
経
の

緊
張
が
緩
和
さ
れ
、
血
圧
が
下

が
っ
て
い
き
ま
す
。

四
ど
ん
な
運
動
が
良
い
の
か
？

　
血
圧
を
下
げ
る
効
果
が
期
待

で
き
る
の
は
、
酸
素
を
体
内
に

取
り
入
れ
な
が
ら
行
う
有
酸
素

運
動
が
効
果
的
で
す
。

　
有
酸
素
運
動
に
は
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
サ
イ

ク
リ
ン
グ
、
水
泳
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

　
頻
度
は
で
き
れ
ば
毎
日
、
運

動
量
は
　
分
以
上
、
強
度
は
中

30

等
度
（
や
や
き
つ
い
と
感
じ
る

く
ら
い
）
の
有
酸
素
運
動
が
一

般
的
に
勧
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
運
動
は
継
続
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　
雪
が
解
け
て
だ
ん
だ
ん
と
暖

か
く
な
る
時
期
に
な
り
ま
し

た
。
ま
ず
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
か

ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

四
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
す
す
め
方

陰
い
つ
も
よ
り
少
し
早
め
に
歩

　
幅
を
広
く
し
て

隠
で
き
れ
ば
週
に
3
回
く
ら
い

　
で
1
日
　
～
　
分
以
上

20

30

韻
運
動
の
強
さ
は
会
話
が
で
き

　
て
、
軽
く
汗
ば
む
程
度

　
運
動
を
し
た
い
け
ど
時
間
が

な
い
と
言
う
場
合
、
掃
除
・
洗

車
・
子
ど
も
と
遊
ぶ
・
自
転
車

で
買
い
物
に
行
く
な
ど
の
生
活

活
動
の
中
で
、
身
体
活
動
量
を

増
や
す
こ
と
か
ら
始
め
て
も
良

い
で
す
。

　
血
圧
が
高
い
方
は
、
運
動
を

開
始
す
る
前
に
主
治
医
と
相
談

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

平成29年度開平成29年度開催催
荻野吟子「荻野医院」開業120周年記念事荻野吟子「荻野医院」開業120周年記念事業業
「みんなで歩こう会」の様「みんなで歩こう会」の様子子
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四
ほ
そ
み
ど
り
の
ご
案
内

　
せ
た
な
町
で
は
、
運
動
す
る

き
っ
か
け
づ
く
り
の
機
会
と
し

て
運
動
教
室
「
ほ
そ
み
ど
り
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
運
動
内
容
は
、
有
酸
素
運
動

（
エ
ア
ロ
ビ
）
、
筋
ト
レ
、
ス
ト

レ
ッ
チ
で
す
。

　
日
頃
か
ら
運
動
不
足
を
自
覚

し
て
い
る
方
、
運
動
し
て
み
た

い
と
思
っ
て
い
る
方
、
ぜ
ひ
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

【
北
檜
山
区
】

期
間
／
　
月
6
日
～
　
月
　
日

11

12

18

　
　
　
（
毎
週
火
曜
日
）

時
間
／
　
時
　
分
～
　
時

18

30

20

場
所
／
せ
た
な
町
健
康
セ
ン
タ
ー

　
　
　
全
7
回
開
催
予
定

【
大
成
区
】

期
間
／
6
月
　
日
～
7
月
　
日

12

24

　
　
　
（
毎
週
火
曜
日
）

時
間
／
　
時
　
分
～
　
時

18

30

20

場
所
／
大
成
町
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
全
7
回
開
催
予
定

【
瀬
棚
区
】

期
間
／
9
月
　
日
～
　
月
　
日

19

10

31

　
　
　
（
毎
週
水
曜
日
）

時
間
／
　
時
～
　
時
　
分

19

20

30

場
所
／
瀬
棚
町
B
＆
G
体
育
館

　
　
　
全
7
回
開
催
予
定

暫せたな町健康センター 殺０１３７－８４－５９８４
暫瀬棚総合支所 殺０１３７－８７－３３１１
暫大成総合支所 殺０１３９８－4－５５１１

健診申込・健康相談などは

各保健師まで

 特定健診伝言板

７月に実施する総合健診（特定健診・胃がん、肺がん、大腸がん、前立腺がん等）のお知らせ
・北檜山区　7月17日（火）～18日（水）：若松基幹集落センター

　　　　　　　  19日（木）～20日（金）：北檜山農協営農事務所

・瀬棚区　　 ☆ 28日（土）～29日（日）：瀬棚保健センター

　　　　　　※☆印28日のみ、肺ヘリカルCT検査や内臓脂肪測定

　　　　　　　（どちらも有料）を実施します。

ぜひ受けてほしい『特定健診』について、あらためてお知らせします！

　対　　象：４０歳～７４歳のせたな町国民健康保険に加入している方

　健診項目：問診・身体測定・腹囲測定・血液検査・尿検査・心電図・眼底検査・医師の診察

　健診料金：錯朔朔円

健診は、今の健康状態をチェックするためのものです。

生活習慣病は、急に発症したり急に症状が出るのではなく、「値が少し高い」が続くことで、ほぼ無症

状のまま病気へ進行します。毎年健診を受けることで、体の中の変化がわかり、重症になる前に対応

ができます。

太っていないから大丈夫！若いから大丈夫！は禁物です。やせていても若くても、生活習慣病を発症

する方はいます。体型や年齢に関係なく、自分の健康状態をチェックすることは重要です。

健康な体は、幸せに生きて行くための１つの道具とも言えます。

何十年と使っている体であれば、やっぱりメンテナンスは重要ですよね。

ぜひ、健診と言うメンテナンスを受けて、自分の体を気遣い、守っていきましょう。

申し込み受付中です！

保健師までお申し込み

ください。

運動教室「ほそみどり」の様運動教室「ほそみどり」の様子子
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　４月２４日（火）、大成区貝取澗の
貝取澗川で久遠小学校2、3年生9
人が、北檜山区水産普及指導所の
一ノ尾所長の指導のもと約1,000
匹のサケの稚魚を放流しました。
　放流の前に、子ども達はサケの
生態や北海道で獲れるサケの仲間
について勉強しました。その後、
約５センチに育った稚魚に「大き
くなって帰ってきてね」と願いを
込めて放流しました。
　子どもたちは、４年後に大きく
なったサケたちが遡上する姿を楽
しみに、放流された稚魚が元気よ
く川を下っていく姿を見送りまし
た。

4月24日(火)1,000匹のサケの稚魚を放流しました
襖 鴬横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

4月20日(金)

5月1日(火)
　５月１日（火）、せたな～奥尻間の
フェリー運航がスタートしました。
　今年の第１便を歓迎するセレモ
ニーでは、瀬棚中学校吹奏楽部による
演奏と、瀬棚小学校の皆さんによる手
作りのフラッグでお出迎えしました。
　その後、フェリー関係者へ歓迎のあ
いさつが行われ、瀬中生から「カラン
セ奥尻」の船長へ花束が贈呈されまし
た。
　また、奥尻へ向かうお客さんへ瀬中
生から記念品などが配布されたほか、
応援団が運航の安全を願ったエール
を送るなど式典を盛り上げました。
　せたな・奥尻航路（43km・約１時間
半）は、5月1日から10月15日まで毎日
運行します。

襖 鴬横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

上方ならではの話芸に爆笑！NHKラジオ番組「上方演芸会」公開録音
　４月２０日（金）、せたな町民ふれあいプラザで
NHKラジオ番組「上方演芸会」公開録音が開催さ
れました。
　会場には、開演の１時間以上前から長蛇の列が
でき、約２５０人が集まりました。
　番組録音は２回行われ、1回目は、ギャロップさ
ん、酒井くにお・とおるさん、2回目は、なすなか
にしさん、オール阪神・巨人さんの計４組が、上
方ならではの漫才を披露し、会場は大きな笑い声
と、盛大な拍手に包まれました。
　漫才のネタの中には、会場に集まったお客さん
に向けたものや、せたな町にかけたネタが随所に
散りばめられ、会場を一層盛り上げていました。
　今回録音した番組は、６月１７日（日）・６月２４日
（日）の、いずれも午後３時３０分～３時５５分にNHK
ラジオ第1/全国放送、国際放送で放送予定となっ
ています。

観光シーズン到来！せたな・奥尻航路が運航スタート
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8月14日鍾開催します！
平成30年度「せたな町成人式」
　８月１４日（火)、せたな町民ふれあいプラザで「成人
式」を開催します。今年、成人を迎えられる方は、平
成１０年４月２日から平成１１年４月１日までに生まれ
た５２人の皆さんです。
　なお、本町出身者で進学、就職のため転出されてい
る方も出席できますので、出席をご希望の方は最寄り
の担当までご連絡ください。
　諮北檜山区【３６人】
　　暫赤堀龍之介　暫秋田　優介　暫飯沼　翔太
　　暫遠藤　　良　暫長内　充喜　暫尾野　　祐
　　暫川上　珠奈　暫神野　翔亜　暫小池　瑛斗
　　暫小山　有彩　暫斉藤　将綺　暫澤谷　実里
　　暫澤谷　理貴　暫澤谷　龍我　暫杉村　北斗
　　暫須甲　　涼　暫鈴木　友香　暫田渕　知明
　　暫長沼　大輔　暫秦野　和磨　暫沼口　万莉
　　暫福田　怜生　暫本田　修也　暫松田　亜依
　　暫三浦　琢斗　暫水野　綾音　暫南　　翔亜
　　暫宗像　佑治　暫撫養みなみ　暫撫養　朋輝
　　暫本杉　喜貴　暫三浦　　快　暫山口　翔也
　　暫山崎　結太　暫横山　堅斗　暫吉田　　冴

　　

　
　諮大成区【５人】　
　　暫大野　瑠稔　暫須藤　龍貴　暫手塚　大樹
　　暫挽野　夏希　暫松本　　萌

　諮瀬棚区【１１人】
　　暫上田ひかり　暫可香あきな　暫國井　絢斗
　　暫城戸　常寿　暫新保虹乃美　暫髙島　里央
　　暫手塚　唯斗　暫羽二生　空　暫福士　瞳子
　　暫山崎真奈美　暫結城　優斗

酸お問い合わせ先

　教育委員会事務局　撮0137-84-5111
　瀬棚教育事務所　　撮0137-87-3322
　大成教育事務所　　撮01398-4-5511

6月は「外国人労働者問題啓発月間」です
　国内で就労している外国人は多数おりますが、その就労状況を見ると、社会保険などの未加入や適切
な労働条件が確保されていないなどの問題が散見されます。
　このような状況を踏まえ、外国人を雇い入れる際は、次の3点をご確認ください。

　陰 就労が認められる在留資格があること
　隠 雇入れ・離職の際には、それぞれハローワークに届出をを行うこと
　韻 社会保険などの加入をはじめ適正な雇用管理を行うこと

　なお、厚生労働省では雇用対策法に基づく、外国人労働者の適正な雇用管理のための指針を定めてい
ますので、ご確認いただき、外国人を雇用する際は、ルールを守って適正に雇用するようお願いします。

酸酸酸酸酸酸酸酸酸酸酸酸酸酸酸酸酸酸酸酸酸酸問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ問い合わせ先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先

　ハローワーク八雲出張所　撮0137‐62‐2509

　函館労働基準監督署　　　撮0138‐23‐1276

平成29年度成人式の様平成29年度成人式の様子子

厚生労働省からのお知らせ

コ
リ
ド
ー
ル
交
流
情
報

コ
リ
ド
ー
ル
交
流
情
報
館館

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行
っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ
ててててててててててててててててててててててててててててて
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ

っ
て
み
よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ
ううううううううううううううううううううううううううううう
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！
う
！
ととととととととととととととととととととととととととととと
ななななななななななななななななななななななななななななな
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

と
な
り
まままままままままままままままままままままままままままままま
ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
ち
～

長
万
部
町
                                         

『
毛
が
に
』
格
安
販
売
！

２
０
１
８
お
し
ゃ
ま
ん
べ
毛
が
に
ま
つ
り

長
万
部
の
ビ
ッ
ク
イ
ベ
ン
ト
「
お
し
ゃ
ま
ん
べ
毛
が
に

ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
毛
が
に
の
格
安
販
売
、

毛
が
に
早
食
い
競
争
等
々
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ

く
さ
ん
で
す
。
ぜ
ひ
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
お
越
し
く
だ
さ

い
。
■
日
時
／
６
月
　
日
（
土
）・
７
月
１
日
（
日
）

３０

■
場
所
／
長
万
部
町
ふ
れ
あ
い
公
園
問
お
し
ゃ
ま
ん

べ
毛
が
に
ま
つ
り
実
行
委
員
会
殺
0
1
3
7

7
・
2
・
2
2
7
0

八
雲
町
                                           

北
海
道
三
大
あ
ん
ど
ん
祭
り

第
　
回
八
雲
山
車
行
列

３６
八
雲
町
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
の
八
雲
山
車
行
列
。
力
強
い

ね
ぷ
た
絵
や
か
わ
い
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
仕
掛
け

や
工
夫
を
凝
ら
し
た
約
　
台
の
山
車
が
、
太
鼓
や
笛
が

３０

鳴
り
響
く
中
、
本
町
商
店
街
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
な

ど
を
賑
や
か
に
練
り
歩
き
ま
す
。
皆
様
の
お
越
し
を
心

か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
■
日
時
／
７
月
６
日
（
金
）

　
時
　
町
立
図
書
館
出
発
、
７
月
７
日
（
土
）　

時
　

19

19

八
雲
町
役
場
出
発
問
八
雲
山
車
行
列
実
行
委
員

会
（
八
雲
町
公
民
館
内
）殺
0
1
3
7
・
6
3
・

3
1
3
1

八
雲
町
熊
石
地
域
　
                          

～
豪
快
な
渓
谷
美
～

 秘
湯
「
熊
の
湯
」

平
田
内
川
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
渓
谷
の
岩
場
に
湧
く
天

然
の
露
天
風
呂
。
豪
快
な
渓
谷
美
の
中
で
の
湯
浴
み

は
、
野
趣
あ
ふ
れ
る
ひ
と
と
き
を
満
喫
で
き
ま
す
。
■

場
所
／
熊
石
ひ
ら
た
な
い
荘
よ
り
さ
ら
に
４

㎞

山
へ

入
っ
た
と
こ
ろ
。
男
女
別
更
衣
室
、
駐
車
場
有
り
。
■

利
用
料
／
無
料
問
八
雲
町
熊
石
総
合
支
所
産
業

課
殺
0
1
3
9
8
・
2
・
3
1
1
1

今
金
町
                                           

美
利
河
丸
山
町
民
登
山

標
高
6
7
4
ｍ
の
美
利
河
丸
山
に
ア
タ
ッ
ク
し
て
み
ま

せ
ん
か
？
■
開
催
日
／
６
月
　
日
（
日
）、　
時
登
山
開

２４

10

始
（
少
雨
決
行
）
※
バ
ス
を
利
用
す
る
方
は
8
時
　
分
30

～
（
今
金
町
民
セ
ン
タ
ー
前
）、
9
時
～
（
ピ
リ
カ
旧
石
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税務職員募集について
　札幌国税局では、国税局や税務署において、税のスペ
シャリストとして活躍する税務職員を募集していま
す。平成30年度の採用試験の概要は、次のとおりです。
陰受験資格
　高卒見込みの者及び高卒後３年を経過していない者
隠申込受付期間
　敢インターネット:６月18日（月）～６月27日（水）
　　【申込専用アドレス】
　　　http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html
　柑インターネット申込みができない場合
　　人事院北海道事務局にお問い合わせください。
　　〒 060-0042　札幌市中央区大通西12丁目
　　撮 011－241－1248
韻第１次試験【基礎能力試験、適性試験、作文試験】
　９月２日（日）
吋第１次試験合格者発表日　10月４日（木）
右第２次試験【人物試験、身体検査】
　10月10日（水）～10月19日（金）のうち指定する日
宇最終合格者発表日　11月13日（火）
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ問い合わせ先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先
札幌国税局人事第２課採用担当　撮 011-231-5011（ 内線2315）
八雲税務署（総務課）　 　撮 0137－63－2148

ごみの投棄、焼却は犯罪です

未来に残そう青い海

　海や海岸で、ゴミの不法投棄、焼却をすること
は法律により罰せられます。せたな町の海をキ
レイに保ち、これから始まる海水浴シーズンを気
持ちよく楽しむため、自分が出したゴミは自分で
持ち帰る、指定のゴミ袋に入れて指定のごみ収集
場所に入れるなど、適正に処分するようお願い致
します。

海のもしもは「118番」まで
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ問い合わせ先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／瀬棚海上保安署  撮  0137-87-2634

ゴミの投棄
・焼却は絶対だめ！

札幌国税局からのお知らせ

器
文
化
館
前
）
～
登
山
口
■
参
加
費
／
１
人
5
0
0
円

（
予
定
）
■
持
ち
物
／
登
山
で
き
る
服
装
、
昼
食
、
水
筒
、

雨
具
、
ゴ
ミ
袋
問
今
金
町
役
場
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
殺
0
1
3
7
・
8
2
・
0
1
1
1

せ
た
な
町
北
檜
山
区
           　
    　
    

『
ふ
れ
あ
い
市
場
』
オ
ー
プ
ン
！

地
元
の
農
漁
業
者
に
よ
る
と
れ
た
て
野
菜
！
新
鮮
な
海

産
物
！
そ
し
て
種
類
豊
富
な
加
工
品
！
季
節
に
は
綺
麗

な
お
花
！
こ
れ
ら
の
直
売
を
行
う
「
ふ
れ
あ
い
市
場
」

が
５
月
　
日
（
土
）
か
ら
毎
週
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、

１９

是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。
■
開
設
時
間
／
毎
週
土
曜
日

　
時
　
分
～
　
時
　
分
■
場
所
／
ふ
れ
あ
い
市
場
（
温

１３

４０

１４

４０

泉
ホ
テ
ル
き
た
ひ
や
ま
横
）
問
同
運
営
協
議
会
（
役
場

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
内
）
殺
0
1
3
7
・
8
4
・
5
1

1
1

せ
た
な
町
瀬
棚
区
                             

せ
た
な
青
少
年
旅
行
村

～
立
象
山
公
園
～

標
高
　
ｍ
の
立
象
山
頂
上
付
近
に
広
が
る
キ
ャ
ン
プ
サ

９５

イ
ト
で
す
。
頂
上
の
公
園
展
望
台
か
ら
は
、
海
に
山
に

３
６
０
度
の
景
色
が
見
渡
せ
ま
す
。
天
気
の
良
い
日
は

奥
尻
島
も
見
渡
せ
、
雄
大
な
日
本
海
に
沈
む
夕
日
、
夜

の
漁
火
群
は
ま
さ
に
絶
景
。
景
勝
「
三
本
杉
岩
」
の
あ

る
海
岸
ま
で
は
、
５
６
７
段
の
遊
歩
道
で
一
直
線
、
三

本
杉
海
水
浴
場
へ
も
隣
接
で
す
。
公
園
内
に
は
色
と
り

ど
り
の
紫
陽
花
が
咲
き
誇
る
「
あ
じ
さ
い
広
場
」
も
あ

り
、
い
ず
れ
も
ア
マ
チ
ュ
ア
カ
メ
ラ
マ
ン
が
集
う
ス

ポ
ッ
ト
で
す
。
■
開
設
期
間
／
　
月
中
旬
頃
ま
で
■
料

１０

金
／
入
村
料
　
小
中
学
生
２
０
０
円
、
高
校
生
以
上
４

１
０
円
、
ケ
ビ
ン
・
バ
ン
ガ
ロ
ー
要
問
合
せ
※
公
園
の

利
用
は
無
料
で
す
。
問
せ
た
な
青
少
年
旅
行
村
管
理

棟
殺
0
1
3
7
・
8
7
・
3
8
1
9

せ
た
な
町
大
成
区
                             

道
南
五
大
霊
場
『
太
田
神
社
』
例
大
祭

道
南
五
大
霊
場
の
ひ
と
つ
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
太

田
神
社
。
航
海
安
全
の
守
り
神
と
し
て
古
く
か
ら
信
仰

さ
れ
て
お
り
、
例
大
祭
は
大
漁
と
海
の
安
全
を
祈
っ
て

開
催
さ
れ
ま
す
。
例
年
た
く
さ
ん
の
参
拝
者
が
訪
れ
、

当
日
は
大
成
ま
ち
づ
く
り
会
議
に
よ
る
御
山
掛
け
が
行

わ
れ
ま
す
。
初
日
に
は
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
郷
土
芸
能
披

露
・
歌
謡
シ
ョ
ー
・
花
火
大
会
（
予
定
）
な
ど
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。
■
期
日
／
６
月
　
日
（
水
）
～
　
日

２７

２８

（
木
）
■
イ
ベ
ン
ト
会
場
／
太
田
神
社
拝
殿
前
特
設
会
場

問
大
成
ま
ち
づ
く
り
会
議
（
大
成
総
合
支
所
内
）
殺
0

1
3
7
8
・
4
・
5
5
1
1

姿
「
ど
う
し
た
ら
い
い
ん
だ
ろ
う
？
誰
に
相
談
し
た

ら
い
い
ん
だ
ろ
う
」
。
そ
ん
な
悩
み
を
抱
え
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
方
は
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
弁
護
士
に
相

談
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
み
て
下
さ
い
。
「
弁
護
士

に
相
談
す
る
べ
き
法
律
問
題
な
の
か
な
」
と
気
に
す

る
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
点
も
含
め
て
、
こ
ち

ら
か
ら
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

姿
弁
護
士
の
探
し
方
で
す
が
、
知
り
合
い
の
つ
て
を

使
う
、
無
料
の
法
律
相
談
を
利
用
す
る
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
考
に
す
る
等
色
々
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、「
法
テ
ラ
ス
八
雲
法
律
事
務
所
（
殺
０
５

０
‐
３
３
８
３
‐
８
３
６
６
）
」
、
「
法
テ
ラ
ス
江
差

法
律
事
務
所
（
殺
０
５
０
‐
３
３
８
３
‐
５
５
６
３
）
」

の
利
用
も
ご
検
討
下
さ
い
。

姿
法
テ
ラ
ス
八
雲
法
律
事
務
所
に
相
談
す
る
と
仮
定

し
て
、
話
を
続
け
ま
す
。
法
律
相
談
は
原
則
と
し
て

予
約
制
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
お
電
話
を
下

さ
い
。
事
務
局
か
ら
、
お
名
前
、
ご
連
絡
先
、
相
談

内
容
に
つ
い
て
簡
単
に
お
伺
い
し
ま
す
。
ま
た
、
一

定
の
要
件
に
該
当
す
る
方
に
つ
い
て
は
法
テ
ラ
ス
の

法
律
相
談
援
助
と
い
う
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
、
法
律
相
談
が
無
料
と
な
り
ま
す
。
お
伺
い
し
た

内
容
を
も
と
に
、
法
律
相
談
料
に
つ
い
て
ご
案
内
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

姿
そ
の
後
、
弁
護
士
か
ら
改
め
て
お
電
話
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
弁
護
士
か
ら
、
相
談
内
容
に
つ
い

て
若
干
聴
取
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
は
、
相
談
に
備
え
る
と
い
う
意
味
と
、
弁
護

士
に
相
談
す
る
こ
と
が
適
切
な
内
容
か
否
か
を
判
断

す
る
た
め
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

弁
護
士
に
相
談
す
る
こ
と
が
適
切
か
否
か
の
ご
案
内

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
趣
旨
は
、
遠
方
か
ら
来
所
さ
れ

る
相
談
者
の
方
へ
の
配
慮
か
ら
で
あ
り
、
「
と
に
か

く
誰
か
に
話
を
聞
い
て
ほ
し
い
」「
面
と
向
か
っ
て
相

談
し
た
い
」
と
い
う
方
に
関
し
ま
し
て
は
、
喜
ん
で

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
そ
の
旨
を
弁
護
士
に
お
伝

え
く
だ
さ
い
。
お
話
を
お
伺
い
し
た
後
に
、
日
程
調

整
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

姿
何
事
も
最
初
の
一
歩
は
不
安
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
日
々
皆
様
に
お
役
に
立
ち
た
い
と
活
動
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
電
話
を
下
さ
い
！

法
テ
ラ
ス

　
八
雲
通
信

法
律
相
談
の
や
り
方

法
テ
ラ
ス
 八
雲
法
律
事
務
所

弁
護
士
　
坪
井
　
清
隆
　
　

（
函
館
弁
護
士
会
所
属
）
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ご
相
談
く
だ
さ
い
　
　
　
        

司
法
書
士
に
よ
る
無
料

相
談
の
お
知
ら
せ

　
相
続
・
贈
与
・
売
買
・
会
社
設

立
・
債
務
整
理
・
成
年
後
見
な
ど

心
配
ご
と
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ

さ
い
。（
相
談
無
料
・
予
約
制
）

●
日
時

　
6
月
6
日
鐘
　
時
～
　
時

１０

１２

●
予
約
締
切

　
6
月
4
日
鉦
 ※
先
着
４
名
ま
で

●
場
所
／
大
成
町
民
セ
ン
タ
ー

●
担
当
相
談
員

　
司
法
書
士
　
森
　
奈
津
美

問
 役
場
総
務
課
総
務
係

　
殺
0
1
3
7
・
8
4
・
5
1
1
1

ご
相
談
く
だ
さ
い
　
　
　
        

函
館
弁
護
士
会
に
よ
る

法
律
相
談
の
お
知
ら
せ

　
函
館
弁
護
士
会
で
は
、
せ
た
な

町
で
月
１
回
法
律
相
談
所
を
開
設

し
て
お
り
ま
す
。

　
金
銭
関
係
や
不
動
産
関
係
、
家

事
関
係
な
ど
法
律
上
の
問
題
で
お

困
り
の
方
は
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
　
な
お
、
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、

予
約
制
・
先
着
順
と
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
函
館
弁
護
士

会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
相

談
無
料
・
予
約
制
）

●
日
時
（
6
月
～
8
月
分
）

　
・
6
月
8
日
鞘

　
・
7
月
　
日
鞘

13

　
・
8
月
　
日
鞘

10

●
実
施
時
間
／
　
時
～
　
時

13

16

●
相
談
件
数
／
6
件

●
場
所
／
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

問
 函
館
弁
護
士
会

殺
0
1
3
8
・
4
1
・
0
2
3
2

ご
案
内
し
ま
す
　
　
　
　
        

心
の
健
康
相
談
の
実
施

に
つ
い
て

　
平
成
　
年
度
北
海
道
八
雲
保

30

健
所
精
神
保
健
専
門
相
談
を
実

施
し
ま
す
。
心
の
健
康
相
談
を

ご
希
望
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

※
相
談
は
、
全
て
事
前
の
申
し

込
み
（
実
施
日
の
前
の
週
の
金
曜

日
ま
で
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
日
時
／
6
月
　
日
障
 

14

　
　
　
時
　
分
～
　
時
　
分

13

30

１５

30

●
場
所
／
八
雲
地
域
保
健
室

問
 八
雲
保
健
所
保
健
係

　
殺
0
1
3
7
・
６
３
・
２
１
６
８

ご
相
談
く
だ
さ
い
　
　
　
        

6
月
１
日
は
「
電
波
の

日
」
で
す

　
総
務
省
で
は
6
月
1
日
を
「
電

波
の
日
」
と
定
め
、　

日
ま
で
の

10

「
電
波
利
用
環
境
保
護
周
知
啓
発

強
化
期
間
」
に
電
波
利
用
に
関
す

る
ル
ー
ル
の
周
知
・
啓
発
活
動
や

不
法
無
線
局
対
策
を
実
施
し
ま

す
。
　
免
許
が
な
い
不
法
無
線
局
は
、

携
帯
電
話
や
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の

障
害
を
起
こ
し
た
り
、
警
察
消

防
、
救
急
、
防
災
行
政
無
線
な

ど
、
人
命
に
か
か
わ
る
重
要
な

無
線
通
信
を
妨
害
し
て
、
私
た

ち
の
生
活
を
脅
か
し
ま
す
。

　
ま
た
、
外
国
規
格
の
無
線
機

に
は
、
日
本
で
使
用
が
禁
止
さ

れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
使
用

す
る
と
テ
レ
ビ
へ
の
障
害
や
重

要
な
無
線
通
信
を
妨
害
す
る
た

め
購
入
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

　
総
務
省
 北
海
道
総
合
通
信
局

で
は
、
電
波
監
視
を
実
施
し
、
適

正
な
電
波
環
境
の
維
持
に
努
め

て
い
ま
す
。
電
波
に
関
す
る
困

り
ご
と
や
ご
相
談
は
次
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
 北
海
道
総
合
通
信
局

　
殺
0
1
1
・
7
3
7
・
0
0
9
9

●
電
話
受
付
時
間

　
8
時
　
分
～
　
時
、　

時
～
　

30

12

13

17

時
（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

●
電
子
メ
ー
ル

　soud
a
n-hokka

id
o@
soum

u.
g
o.jp

ご
利
用
く
だ
さ
い
　
　
　
         

函
館
裁
判
所
出
張
手
続

案
内
の
お
知
ら
せ

　
函
館
裁
判
所
か
ら
職
員
が
出
張

し
住
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
と
し
た

出
張
手
続
案
内
を
行
い
ま
す
。

（
相
談
無
料
・
予
約
制
）

●
日
時

・
6
月
　
日
障
　
時
～
　
時

21

１３

16

●
場
所
／
瀬
棚
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
や
す
ら
ぎ
館

●
予
約
方
法

・
6
月
　
日
障
ま
で
に
函
館
地
方

14

裁
判
所
事
務
局
総
務
課
長
ま
で

電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

問
 函
館
地
方
裁
判
所

　
殺
0
1
3
8
・
3
8
・
2
3
7
2

酸酸固定資産固定資産税税 

納期限は

５月31日嘱です
忘れずに納めましょう

忘れないで納期限
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人口と世帯

４月末現在（前月比）

 （＋１８）8,085人人 口
 （＋１９）4,６９９人北檜山区
 （－７）1,５１７人大成区
 （＋６）1,８６９人瀬棚区

 （＋８）3,8０９人男

 （＋１０）4,２７６人女

 （＋２８）4,２７９世帯世 帯

戸籍の窓口
（4月1日～4月30日届出）

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
　
　
　
 

※
４
月
1
日
か
ら
４
月
　
日
受
付
分

３０

 合
計
7
7
3
件

9
，0
8
0
千
円

　
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
に
つ
い
て
は
平
成

　
年
７
月
１
日
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ

２７ト
（
さ
と
ふ
る
）
で
の
受
付
を
ス
タ
ー
ト
し
、

返
礼
品
の
贈
呈
も
開
始
し
て
い
ま
す
。

お誕生おめでとう 　　　　

○野口　 心羽 ちゃん  （樹心）本町4区
こ は ね

ご結婚おめでとう 　　　　
　矢部　周作さん 　北檜山

　林　　利江さん 　北檜山

おくやみ申し上げます 　　
○斉藤　ソヨさん    (99歳）豊　岡

○田中トキノさん    (92歳）丹　羽

○椋本　玲子さん    (85歳）豊　岡

○加藤　一夫さん    (83歳）北檜山

○井村　峰生さん    (72歳）若　松

○本井　イシさん    (97歳）兜　野

○澁谷　　裕さん    (70歳）北檜山

○河田信太郎さん    (87歳）本町5区

○佐々木恵司さん    (59歳）北檜山

○中村　重信さん    (86歳）富　里

○斉藤　淑子さん    (86歳）豊　岡

○宗像　　等さん    (87歳）西丹羽

○手塚　キヨさん    (81歳）上　浦

○福田トシ子さん    (92歳）本　陣

○作田　フサさん    (100歳）　  都

○藤谷　時男さん    (74歳）　  都

○工藤　トミさん    (85歳）宮　野

ご家族の同意を得た方のみ掲載しています。

 戸籍年金係からのお知らせ 　　　　                      　　

　 国民年金に関するお問い合わせ先  函館年金事務所 殺 ０１３８-５６-１１６5
　斬本庁指町民児童課戸籍年金係　  殺 0137-84-5111
　斬瀬棚総合支所指住民係　　　　  殺 0137-87-3311
　斬大成総合支所指住民係　　　　  殺 01398-4-5511

　会社を退職されてから次の会社へ再就職されるま
での間は国民年金に加入する必要があります。

　日本国内にお住まいの２０歳から６０歳未満の方は、国民年金の加
入が法律で義務付けられています。会社を退職されたときは、厚
生年金から国民年金への変更の届出が必要です。会社を退職され
た方に扶養されている配偶者の方も、国民年金への変更の届出が
必要です。
　お手続きがもれている場合は、役場の国民年金担当窓口で手続
きを行ってください。

◎国民年金の加入種別　　　　　　　　　　　　　　　　　　
暫第１号被保険者
　自営業や農業・漁業の方とその配偶者、２０歳以上の学生、フリー
　タ一や無職の方等が対象になり、加入や種別変更の手続きは、
　役場の国民年金担当窓口で行います。
暫第２号被保険者　
　厚生年金保険や共済組合等の適用を受けている事業所に勤務
　する方が対象となり、自動的に国民年金にも加入することにな
　ります。
暫第３号被保険者
　第２号被保険者（65歳以上70歳未満で老齢または退職を理由と
　する年金の受給権を有する人は除く）に扶養されている配偶者
　の方（２０歳以上６０歳未満）が対象となり、届出は配偶者の勤務先
　を通じて行います。

◎種別変更となるケース　　　　　　　　　　　　　　　　　
暫第１号被保険者となるケース
　第２号被保険者が退職されると第１号被保険者（第３号被保険
　者になる場合は除く。）となります。また、その方に扶養されて
　いた第３号被保険者がいる場合、その方も第１号被保険者にな
　ります。
暫第２号被保険者になるケース
　第１号被保険者又は第３号被保険者が就職して厚生年金等に
　加入すると第２号被保険者になります。
暫第３号被保険者になるケース
　会社等を退職して厚生年金等に加入されている方の被扶養配
　偶者になる方などが第３号被保険者になります。

国民年金加入手続きに「もれ」はありませんか？

函館年金事務所による年金相談 （完全予約制：先着8名）
日時：７月１９日障１０：３０～１５：３０／場所：せたな町役場

６月１２日鍾 大成総合支所
◎移動町長室は9:00から開設し、終了時
刻は午後以降の町長のスケジュール
で流動的となります。

◎当日は区内を巡回して不在のことも
ありますので、御用の際は事前に予定
をお問い合わせください。

◎公務の都合上、急に日程を変更する場
合がありますのでご理解願います。



■
編
集
・
発
行
　
せ
た
な
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
広
報
統
計
係

〒
０４９
  -  ４

5
9２
　
久
遠
郡
せ
た
な
町
北
檜
山
区
徳
島
6
3
番
地
1

参
０１３７

 - ８４
 - 5
1１１
／
思
０１３７

 - ８４
 - 4
6
5
7

広報
せ
た
な
　
2
0１８
・
６
  N
o.１５４

セターナちゃん

せたな町公式
マスコットキャラクター

広報せたなは電子書籍としてもご覧いただけます。
Hokkaidoebooksのサイトへアクセスし、
インターネット、スマートフォンでご覧ください。

編
  集
  後
  記

酸
上
方
演
芸
会
公
開
録
音
は
、

開
場
１
時
間
以
上
前
か
ら
長
蛇

の
列
が
で
き
る
大
盛
況
で
し

た
。
今
回
私
は
、
カ
メ
ラ
で
な

く
ス
テ
ー
ジ
上
で
め
く
り
を
担

当
し
ま
し
た
。
緊
張
し
ま
し
た

が
一
瞬
で
も
芸
人
の
皆
さ
ん
と

同
じ
ス
テ
ー
ジ
に
立
て
た
の
が

い
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

▼
水
仙
ま
つ
り
は
、
雨
で
水
仙

パ
レ
ス
に
会
場
が
変
更
と
な
り

ま
し
た
が
、
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
は

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
悪
い
な
か

小
学
2
年
生
の
部
と
一
般
の
部

で
大
会
新
記
録
が
生
ま
れ
る
な

ど
、
出
場
選
手
皆
さ
ん
の
大
健

闘
を
写
真
に
収
め
ら
れ
ま
し

た
。　

ペ
ー
ジ
の
結
果
も
併
せ

12

て
ご
覧
く
だ
さ
い
。
【清
水
】

酸
９
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
お
り

ま
す
、
せ
た
な
町
ま
ち
づ
く
り

モ
ニ
タ
ー
制
度
が
今
年
度
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
せ
た
な
町
在
住

の
各
年
齢
層
の
一
般
町
民
か

ら
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
通
じ
て
意

見
を
い
た
だ
き
町
政
運
営
の
参

考
に
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
直
接
役
場
に
来
ら

れ
な
い
方
で
も
、
郵
便
や
電
子

メ
ー
ル
で
の
回
答
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
是
非
皆
さ
ん
応
募

し
て
ご
意
見
を
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま

た
、
不
明
な
こ
と
な
ど
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
広
報
統
計
係
の
伊
藤
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
【伊
藤
】

広報見聞録  
　せたな3大イベント第1弾

 　第46回 玉川公園水仙まつり開催！
Koho - kenbunroku

　
５
月
　
日

（日
）、
せ
た
な

１３

町
３
大
イ
ベ
ン
ト
の
第
1
弾

と
な
る
「第
　
回
玉
川
公
園
水

４６

仙
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
　
水
仙
ま
つ
り
ロ
ー
ド
レ
ー

ス
大
会
は
、
雨
の
中
で
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
が
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
た
く
さ
ん

の
選
手
が
参
加
し
、
沿
道
か

ら
は
大
き
な
声
援
が
送
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
（
レ
ー
ス
の
結

果
は
　
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

12

さ
い
。）

　
会
場
を
水
仙
パ
レ
ス
に
変

更
し
て
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
せ
た
な
町

出
身
歌
手
の
彩
川
さ
く
ら
さ

ん
、
津
軽
三
味
線
奏
者
で
２

度
も
日
本
一
に
輝
い
た
菅
野

優
斗
さ
ん
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
、

そ
し
て
北
檜
山
中
学
校
吹
奏

楽
部
、
檜
山
北
高
等
学
校
吹

奏
楽
局
と
自
衛
隊
第
　
音
楽

１１

隊
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
が
行

わ
れ
る
な
ど
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
場
で
は
１
日
警

察
官
に
任
命
さ
れ
た
認
定
こ

ど
も
園
き
た
ひ
や
ま
の
園
児

５
人
に
よ
る

「安
全
・
安
心
ど

さ
ん
こ
運
動
」
の
啓
発
活
動
も

行
わ
れ
ま
し
た
。


